
物品供給等契約案件における随意契約結果について（特名随意契約）　４月分

No. 案　件　名　称 物品種目 契約の相手方
契約金額
（税込）

契約日 根拠法令
随意契約理由

（随意契約理由番号） ＷＴＯ

1
ハンディターミナル関係機器一式　長
期借入（再リース）その３

賃貸借
ＮＸ・ＴＣリース＆ファイナン
ス株式会社　大阪支店

¥10,578,150 令和7年4月1日
地方公営企業法施行令第２
１条の１３第１項第２号

G7 -

2
平成31～35年度営業所オンラインシス
テムクライアント関係機器　長期借入
（再リース）その３

賃貸借
ＮＥＣキャピタルソリュー
ション株式会社　関西支店

¥9,213,138 令和7年4月1日
地方公営企業法施行令第２
１条の１３第１項第２号

G7 -

https://www.city.osaka.lg.jp/suido/cmsfiles/contents/0000026/26166/R60924zuikeiriyuu.pdf
https://www.city.osaka.lg.jp/suido/cmsfiles/contents/0000026/26166/R60924zuikeiriyuu.pdf


随意契約理由書 
 
 
１ 案件名称 
  ハンディターミナル関係機器一式 長期借入（再リース）その３ 
 
２ 契約の相手方 
  NX・TCリース＆ファイナンス株式会社 
 
３ 随意契約理由 
  本案件は、検針業務（水道料金等の算定に必要な水道メータ検針及び水道使用量

等のお知らせの帳票発行等）及び未納整理業務（水道料金等の徴収業務等）で使用

するハンディターミナル機器(以下「本借入機器」という。) の再リース契約を行

うものです。 

本借入機器については、営業所オンラインシステムとデータ連携をして、日々の

検針業務及び未納整理業務に使用するもので、水道事業に支障をきたすことなく事

業を円滑に実施するためには、本借入機器が必要不可欠なものです。 

  本借入機器は、情報システム統合基盤（以下「統合基盤」という。）のサーバを

使用している営業所オンラインシステムと密接な関係にあります。 

当初は、本借入機器の更新時期について、統合基盤の更新時期と合うように令和

６年２月を設定していました。しかしながら、統合基盤の更新時期が令和８年１月

に延長されたことから、本借入機器の更新時期についても年度ごとに再リースする

こととなりました。 

なお、現在、使用している本借入機器は、動作上不具合等の故障もなく、現行契

約の借入期間終了後も継続して使用可能であることを確認しています。 
  よって、上記業者と契約を締結します。 
 
４ 根拠法令 

地方公営企業法施行令第２１条の１３第１項第２号 
 
５ 担当部署 
  水道局総務部お客さまサービス課（電話番号０６－６６１６－５４７５） 
 



随意契約理由書 
 
 
１ 案件名称 
  平成 31～35 年度営業所オンラインシステムクライアント関係機器 長期借入
（再リース）その３ 
 
２ 契約の相手方 
  ＮＥＣキャピタルソリューション株式会社 
 
３ 随意契約理由 
本案件は、営業所オンラインシステム（以下「本システム」という。）のクライア

ント関係機器（以下「クライアント機器」という。）について再リース契約を行う

ものです。 
本システムは、当局のお客さま情報を一元的に管理する基幹システムであること

から運用を途切れさせることはできず、水道事業に支障をきたすことなく事業を円

滑に実施するためには、クライアント機器が必要不可欠なものです。  
本システムは、情報システム統合基盤（以下「統合基盤」という。）のサーバを使

用しており、統合基盤と密接な関係にあります。 
当初は、クライアント機器の更新時期について、統合基盤の更新時期と合うよう

に令和６年２月を設定していました。しかしながら、統合基盤の更新時期が令和８

年１月に延長されたことから、クライアント機器の更新時期についても年度ごとに

再リースすることとなりました。 
なお、現在、使用しているクライアント機器については、動作上不具合等の故障

もなく、現契約の借入期間終了後も継続して使用可能であることを確認しておりま

す。 
  よって、上記業者と契約を締結します。 
 
４ 根拠法令 

地方公営企業法施行令第２１条の１３第１項第 2号 
 
５ 担当部署 
  水道局総務部お客さまサービス課（電話番号０６－６６１６－５４７５） 
 


